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国立大学法人北海道大学大学院情報科学研究院 
生命人間情報科学部門 バイオエンジニアリング分野 助教の公募について 

北海道大学大学院情報科学研究院では下記のとおり教員を公募することといたしましたので、お知らせいたします。 
 
1. 公募人員 助教 1 名 

（任期 5 年。業績審査により、任期を更新する場合があり得る。その場合任期は 5 年とし、1 回を限度とする。） 
 
2. 募集者の名称 国立大学法人北海道大学 
 
3. 所 属 
（雇入れ直後）大学院情報科学研究院生命人間情報科学部門バイオエンジニアリング分野細胞生物工学研究室 
（変更の範囲）大学の定める範囲 
 
4. 専門分野および業務内容 
（雇入れ直後） 
【専門分野】 バイオ計測工学、メカノバイオロジー、再生医療工学。  
【業務内容】 生命人間情報科学部門において、先端的な走査型プローブ顕微鏡技術と情報科学手法を融合させた次世
代バイオ計測技術の開発、およびそれらを用いた細胞・胚発生・組織形態形成におけるメカノバイオロジー現象の解
明に従事する。さらに、得られた知見を再生医療工学等の応用分野へ展開する研究を推進する。  
【教育義務】 大学院情報科学院および工学部情報エレクトロニクス学科における教育（講義・演習・実験・学生指導）
を分担する。特に、学部学生の卒業論文および大学院生の修士論文・博士論文に関する研究指導・助言を、指導教員
と協力して積極的に行うこと。また、全学教育科目（教養科目等）を分担する場合がある。 
（変更の範囲） 大学の定める業務 
 
5. 担当科目 生体物理工学、応用数学演習 I、情報エレクトロニクス演習、生体情報工学実験 I・II 
 
6. 応募資格 

(1)博士の学位を有すること（採用日までに取得見込みを含む）。  
(2)上記専門分野において優れた研究業績を有し、教育および研究に対して強い熱意と責任感を持っていること。  
(3)担当科目を日本語および英語で担当できること。 
(4)学科・専攻の運営および組織運営に協力的な方。 また、組織運営を日本語で担当できること。 
(5)女性限定（本公募は、男女雇用機会均等法第 8 条の規定に基づき、女性教員の割合が著しく低い現状を是正し、 
教育・研究環境の多様性を高めるとともに、国立大学としての社会的責任を果たすことを目的に実施します）。 

 
7. 採用予定日 令和 8 年 12 月 1 日（火）以降のできるだけ早い時期。 
 
8. 提出書類   

(1) 履歴書 本学指定形式 https://www.ist.hokudai.ac.jp/information/ からダウンロード 
※ なお、令和 3 年 1 月 1 日以降、北海道大学に在職経験（非常勤講師、TA、TF、RA、短期支援員等すべての職
種を含む）のある者は、当該職歴を漏れなく記載すること。 
(2) 業績目録（査読付論文、国際会議論文、著書、総説、特許、受賞、外部資金獲得実績等に分類すること）  
(3) 代表的論文 5 編以内の別刷か複写（ 総説・解説を含む） 
(4) 教育・研究業績の概要（2,000 字程度、図表を追加してよい）。 
国外での研究歴、国際共同研究実績があれば記載のこと。 
(5) 将来の教育・研究に対する抱負と展望 （2,000 字程度、図表を追加してよい。様式任意） 
(6) 応募者について所見を伺える方 2 名の氏名、所属、電話番号、E-mail 

 
9. 公募締切 令和 8 年 6 月 19 日（金）必着 
 
10. 給 与 国立大学法人北海道大学年俸制教員給与規程による。 
 
11. 試用期間 あり（3 カ月） 
 



12. 勤務形態 同意に基づく専門業務型裁量労働制（※）または固定労働時間制を適用 
（※ 一日に 7 時間 45 分労働したとみなす）。 

 
13. 健康保険等 文部科学省共済組合、 厚生年金、 労災保険、 雇用保険加入 
 
14. 受動喫煙防止措置の状況  特定屋外喫煙場所を除き、敷地内禁煙 
 
15. 応募書類の提出方法 WEB 応募のみ 

JREC-IN Portal（https://jrecin.jst.go.jp/seek/SeekTop）の WEB 応募にて、 
書類を全て PDF にして送信してください。 
※ 応募書類は原則として返却しません。また、応募書類は教員選考の目的以外には使用いたしません。 

 
16. 問合せ先 

北海道大学 大学院情報科学研究院 生命人間情報科学部門 
部門長 遠藤 俊徳 教授 
電話：011-706-6547、 E-mail：contact@eis.hokudai.ac.jp 

 
（注 1）選考において日本語による面接を実施する場合がありますが、その際の交通費等は支給しません。 
（注 2）北海道大学では、多様な人材による教育・研究活動の推進、男女共同参画推進に努めており、 
女性の積極的応募を歓迎します。また、教育・研究活動と生活の両立支援・活躍環境整備に努めています。 
各種支援施策については、北海道大学ダイバーシティ・インクルージョン推進本部のサポート・プログラムページ
（https://www.dei.hokudai.ac.jp/sup-program/wl-support/）をご確認ください。 
 

https://www.dei.hokudai.ac.jp/sup-program/wl-support/

